
第８期  活動報告                        ２０１５．３．３１現在 

                               長野県和算研究会  

 

１ ２０１３年５月２６日 第 9回幹事会 長野東高校にて 

  ①第 7期の会計報告、活動報告。 

  ②第 8期役員体制、活動方針の検討 

  ③会費の納入について、従来通り年額 2000 円を変えず。 

  ④第 8回総会について。9月 29日（日）長野東高校にて開催予定。 

   研究発表候補、竹花・北原・小林、他募集。一人 30分程度 

  ⑤第 8期活動方針 

   ・会員確保、・和算の文化史的な扱いを発信、・算額写真のラミネート化、・本会

ホームページ作成、・算額等の保存活動。 

    ⑥全国大会について、Ｈ２５山梨、Ｈ２６東京、？Ｈ２７長野 

      長野大会は千曲市にて、「うずらや旅館」武水別神社算額、信更清水神社 

 

２ ２０１３年５月２８日 和算研究会会報ＮＯ２４発行 

１ 

 

第 50回信州大学全学教育機構（ＳＧＥ） 

フレッシュキャンパスセミナー 講演データ 

 

中村信弥 

２ 長野市北尾張部連開庵の問題について 小林博隆 

３ 小池久右衛門 算題 小林博隆 

４ 第８回全国和算研究大会宮城大会報告 田中秀明 

（附） 第９回全国和算研究大会山梨大会要綱及び申込書  

 

３ 預金通帳の住所変更 

  長野県和算研究会の住所を「長野県長野市稲里町田牧 236-2 長野南高等学校 

 代表 小林博隆」から「長野県長野市松代町岩野 672-1 幹事長 小林博隆」に変更。 

 会費払込み通知が長野南高校に届けられ、同校より変更の依頼があったため。この手続

きに際し、郵便局より①会則②会員名③役員体制の提示を求められた。同時に、会則の

一部改正を届け出た。即ち「第１０条（本会の所在） 本会の所在は、幹事長の住所と

する。」を追加した。会員の皆様には、御了解をいただけますよう。 

  なお、預金通帳の記号、番号、名義には変更はありません。 

 

４ ２０１３年７月７日 木島平村「ふるさと資料館」開館 

  木島平村の歴史と文化と生活を集約した資料館が木島平村上木島 1762（旧南部小学校）

に開館した。和算資料の展示コーナーもあり、本村に現存する算額の全ての複製写真（実

物大）が展示され、圧巻。土屋真人家で保管されていた野口湖龍関係資料はすべて本館

に移管された。また、新資料も展示されている。 

県内の和算資料展示については、昭和 61年(1986)の鬼無里歴史民俗資料館（→長野市

との合併に伴い、鬼無里ふるさと資料館に名称変更）、2005 年坂木宿ふるさと歴史館に

次いで 3番目となる。 

 

 

５ ２０１３年８月２日 更埴算数数学教育研究会、夏季研修会 



14:00～八幡神社算額見学・解説 

15:00～16:30 講演「地域の算額に学ぶ」（更級教育会館にて、講師：小林博隆氏） 

 

６ ２０１３年８月２４日（土）～25日（日）第 9回全国和算研究大会山梨大会開催 

 

７ ２０１３年９月２４日（火） 木島平村馬曲の芳川保八家に 

  野口湖龍から芳川保八宛ての和算免許状が見つかる。木島平村ふるさと資料館に寄贈

された。①文化 2年正月吉日付の「算家可嗜事 許容状」・「算術冪定式演段理一之

巻上下」・「別紙秘傳」・「算法町見七術」、②文化 2年 6月 8日付の「算法秘伝珠

盤術」、③文化 10年 8月付の「算法秘伝算顆術」計 6本。 

 

８ ２０１３年９月２９日（日） 第７回総会開催 

         時間  １０：００～１３：３０ ～（１６：００） 

       場所 長野東高等学校会議室 

 参加者［伊藤 内岩 大谷 北原 小寺 小林 関口 竹花 田中 中村 山崎］11名 

（１）  総会次第 

     １  開会のあいさつ 

     ２ 会長あいさつ  

     ３  議事               

      （１）第７期活動報告  

      （２）第７期会計報告・監査報告     

       （３）会則改正（本会の所在） 

（４）役員改選・役員自己紹介   

        （５）第８期事業計画  

       （６）全国大会の開催県決定の報告 H26 東京 H27 長野 H28 愛媛 H29 山形 

  

（２）研究発表     １０：４０～（１２：４０） 

（１）奉納算額知恵板の作成方法～和算を広める最終兵器～ 竹花  卓  

      （２）弓形の求積                    小林博隆  

（３）杉成算について                  北原 勲  

   （４）大学同窓会での勉強会の話             内岩 望 

（５）北向観音堂算額の術について            小寺 裕                             

（３） 近況報告・昼食会   １２：５０～１３：３０ 

（１）H25 全国大会山梨大会の報告、塩釜神社算額解義申込み（田中秀明） 

(２）木島平村馬曲の芳川保八宛て野口湖龍免許状の発見、「ふるさと資料館」 

の開館案内（山崎実） 

（４） 復元算額の見学    １４：１５～１６：４５ 

14:15  長野市松代町 西楽寺    池田定見 （最上流）  弘化 ５年（1848） 

15:30  長野市松代町 高源寺観音堂 西澤宗伴 （流派不明） 寛政１２年（1800） 

16:15  千曲市八幡  武水別神社  清水倉之助門人（明元流）天保 ８年（1837） 

ここで解散 16:45。 

     

 

９ ２０１３年１０月４日（金）  樋口和雄氏より情報 



 ①飯山の三井家資料が飯山市に寄贈され「飯山市ふるさと館」で保管、10月 10日の飯

山市文化財に指定される。 

 ②飯山の滝沢治雄家の算額・免許状関係資料も飯山市文化財指定（10月 10日） 

 ③木島平月岡湖梅関係資料、藤郎氏より木島平村へ寄贈 

 ④野沢温泉村河野仙右衛門の算額と関係資料が野沢温泉村文化財指定。関係資料は当

面河野家で保管。 

 

１０ ２０１３年１０月９日  本会会員小寺裕氏『ススメ！算法少年少女』発刊 

   私立中高一貫校の数学の先生、推奨！東大寺学園で長年教鞭をとる著者が贈る、こ

れまでなかった、子どもから大人まで愉しめる「和算」入門書！（書籍帯ラベルより） 

 

１１ ２０１３年１１月２５日  本会会員増田祐三氏『算法独楽 注釈・解説』発刊 

静岡県掛川に残る明治初頭の未公開和算資料を詳説。農民和算家・伊藤徳蔵の学習

ノート『算法独楽』に所載の全１５題を収録。原文、書き下し文を記載、問題の解法

まで踏み込んで注釈・解説した。（書籍帯ラベルより）    

 

１２ ２０１３年１２月２０日  本会会員大竹茂雄氏『和算家 剣持章行の遊歴日記』

発刊。幕末の傑出した数学者剣持章行が書き留めた遊歴日記（日本学士院蔵の８冊

と個人蔵の１冊）を詳細な註を添え、解読した貴重な研究書。 

 

１３ ２０１４年３月９日 野口湖龍没後 200 年記念講演会 小林博隆氏講演 

（主催：木島平村教育委員会） 

演題「木島平村の和算隆盛と特色 ～野口湖龍につづく和算家たちの学び～」   

 

１４ ２０１４年３月３１日 中村信弥氏『僕の関流お稽古ノート 精要算法巻之巻』発

刊。（中村先生御挨拶文より転記します） 

かねてから、関流の標準的な教科書といわれている『精要算法・上中下』に興味

を持ち、その内の「下之巻」62問について、問題を現代数学で確かめてきました。

後半の何題かに難問があり、若い優秀な研究者に手助けをしていただき、ようやく

全問の真偽を確認し、私の人生の最後の著書として出版することにしました。長野

県和算研究会の会員の皆様、お世話になった方々、そして和算に興味をお持ちの方々

に感謝の気持ちを以て贈呈することにしました。 

 

１５ ２０１４年６月１４日 地域の文化を支えた人々講演会 小林博隆氏講演 

（主催：上田情報ライブラリー ） 

演題「和算家竹内善吾武信の業績」 規矩術と和算の貢献を中心に講演。上田市誌

歴史編⑩「近世の庶民文化」における竹内武信に関する記載内容に、批判的な立ち位

置で言及した。 

 

１６ ２０１４年 7月 21日 第 11回全国和算研究大会長野大会準備会 

   於 長野東高校 参加者：中村、北原、小林、田中 

   長野大会の素案を作成。 

 

１７ ２０１４年８月２３日、２４日 第 10回全国和算研究大会東京大会 



 

１８ ２０１４年８月２４日、２４日 永福寺算額複製記念講演会 

  内容 １ 塩尻中学校 2年生 7名（指導教諭：綱川先生）奉納算額の学習結果発表 

２ 講演 筑波大学数理物質系講師 久保隆徹先生 

       ○和算および算額についての概説、 ○永福寺算額の解説 

複製算額は、「塩尻四宿 400 年祭」街道交流事業実行委員会が業者発注したもの。 

   

１９ ２０１５年２月２１日 塩崎長谷寺複製算額奉納 

   享和３年渋谷平太夫により長谷寺に奉納された算額は、劣化が進み見えにくくなっ

ていた。長野市立広徳中学校の美術部員らが、昨年来、本会会員内岩望氏の指導の元、

複製し奉納した。この間の経過は長野市民新聞２０１４年１１月２５日版に報道され

ていた。原寸大で、裏面に今回携わった人々の記名がある。 

   奉納にかかわり、信濃毎日新聞２月２２日版でも報道された。 

広徳中学校より校長、内岩、美術部生徒代表（前川七海、池田萌恵）、保護者１名が、

本会から中村、田中、関口、伊藤、小林が参加した。 

 

２０ ２０１５年２月２１日 第１１回全国大会の会場・宿泊施設下見 

  研究発表会場、懇親会会場、宿泊部屋などを下見し、打ち合わせを行う。 

（中村、田中、関口、伊藤、内岩、小林） 

 

 

 

● 長野県和算研究会会員による論文・図書の紹介（第 8期分） 

１ 小寺裕氏『ススメ！算法少年少女』          株式会社みくに出版 2013/10/9 

２ 小寺裕氏『関孝和算聖の数学思潮』                 現代数学社 2013/10/9 

３ 増田祐三氏『算法独楽 注釈・解説』                 静岡新聞社 2013/11/25 

４ 大竹茂雄氏『和算家 剣持章行の遊歴日記』 群馬県文化事業振興会 2013/12/20 

５ 中村信弥氏『僕の関流お稽古ノート 精要算法巻之下』  教育書館  2014/3/31 

６ 小林博隆氏「竹内武信の和算と規矩術への貢献」 信濃史学会『信濃』 

66 巻 第 11号（2014/11）、67巻 第 3号（2015/3） 

 

  

● 長野県和算研究会蔵の図書等の紹介（第 8期分） 

１ ＣＤ 才能の競演 愛媛の算額（2010 年 10 月）  愛媛和算研究会制作 

２ 僕の関流お稽古ノート（図形編） 精要算法巻之下   中村信弥氏寄贈 

 

※ 記載漏れの活動報告・論文・図書等について、情報をお寄せ下さい。（事務局） 

 


